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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 66,078 △1.1 7,532 13.9 7,034 15.0 4,903 1.9

2019年3月期第1四半期 66,815 △4.3 6,611 0.7 6,115 5.1 4,813 15.1

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　1,623百万円 （△70.2％） 2019年3月期第1四半期　　5,449百万円 （△8.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 19.97 19.57

2019年3月期第1四半期 19.54 19.15

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 341,601 203,787 59.7

2019年3月期 357,530 211,594 59.2

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 203,787百万円 2019年3月期 211,594百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2020年３月期の配当予想額は未定であります。

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 150,000 3.4 15,000 1.5 14,800 2.9 11,000 △1.0 45.03

通期 315,000 5.6 31,500 4.1 31,000 3.7 22,500 1.6 92.41

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.7「会計方針の変更」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 259,020,914 株 2019年3月期 259,020,914 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 15,684,407 株 2019年3月期 12,699,990 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 245,574,629 株 2019年3月期1Q 246,324,419 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
(1) 経営成績に関する説明

当第１四半期における内外経済は、国内の雇用環境は引き続き底堅く推移している一方、米中貿

易摩擦の長期化や、英国のＥＵ離脱問題の影響等により世界景気の減速懸念が高まり、依然として

先行き不透明な状況で推移しました。

この環境下、当第１四半期連結累計期間の売上高は、為替円高影響もあり、前年同期比１．１％

減の６６０億円となりました。セグメント別内訳は、コンシューマが５８０億円、システムが６６

億円、その他が１３億円となりました。

時計は「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の初号機５０００シリーズ初のフルメタル仕様モデル『ＧＭＷ－Ｂ５

０００』を中心にグローバルで「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」のメタルが好調に推移しました。また、新製品

のＯＣＥＡＮＵＳ超薄型モデル『ＯＣＷ-Ｓ５０００』の販売好調により、一般のメタルアナログ

ウオッチが回復基調となりました。楽器は新製品のＳｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔモデルが好調に推移しま

した。システムは電子レジスターのフランスでの法令レジスター特需先送りの影響などにより減収

となりました。

損益につきましては、営業利益は、コンシューマが１０１億円、システムが△８億円、その他が

０．４億円、調整額が△１７億円で前年同期比１３．９％増の７５億円となりました。

時計は収益性の高い「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」が好調、Ｇメタル比率の拡大により、収益性が大幅に向

上しました。楽器は高収益性のＳｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔモデルの拡大により収益体質が大幅に改善さ

れました。

また、経常利益は７０億円（対前年同期比１５．０％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は４９億円（対前年同期比１．９％増）、１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）は１９円９７銭と改

善しました。

(2) 財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年

度末比１５９億円減少の３，４１６億円となりました。純資産は、前連結会計年度末比７８億円減

少の２，０３７億円となりました。その結果、自己資本比率は前連結会計年度末比０．５ポイント

増の５９．７％に改善されました。

当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質の

構築に取り組みます。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点での２０２０年３月期の連結業績予想につきましては、前回予想（２０１９年５月１４日

公表）に対して変更はありません。

当グループは今後も全世界で通用する独自技術を生かした新製品の積極的な世界展開により、長

期的視点に立った収益力強化、経営・財務体質強化に取り組みます。

（注）業績見通しについて

①為替水準は１ＵＳ＄＝１１２円、１ユーロ＝１２０円を想定しております。

②業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

　があります。実際の業績に影響を与える要素としては、当グループの事業をとりまく経済

　情勢、対ドルをはじめとする主要為替相場の変動、製品販売価格の大幅な変動などが考え

　られますが、これらに限られるものではありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,714 65,339

受取手形及び売掛金 44,141 35,131

有価証券 50,000 40,000

製品 39,061 42,894

仕掛品 5,836 5,523

原材料及び貯蔵品 9,377 8,748

その他 17,043 24,480

貸倒引当金 △556 △479

流動資産合計 238,616 221,636

固定資産

有形固定資産

土地 33,564 33,552

その他（純額） 23,241 26,766

有形固定資産合計 56,805 60,318

無形固定資産 8,978 9,010

投資その他の資産

投資有価証券 30,630 27,533

退職給付に係る資産 11,414 11,612

その他 11,153 11,558

貸倒引当金 △66 △66

投資その他の資産合計 53,131 50,637

固定資産合計 118,914 119,965

資産合計 357,530 341,601
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,522 22,220

短期借入金 232 172

1年内償還予定の新株予約権付社債 10,003 10,001

未払法人税等 3,584 2,001

製品保証引当金 781 777

事業構造改善引当金 212 212

その他 39,429 36,719

流動負債合計 82,763 72,102

固定負債

長期借入金 58,988 58,930

事業構造改善引当金 1,020 1,020

退職給付に係る負債 578 571

その他 2,587 5,191

固定負債合計 63,173 65,712

負債合計 145,936 137,814

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 65,058 65,058

利益剰余金 111,757 111,120

自己株式 △19,956 △23,846

株主資本合計 205,451 200,924

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,246 6,611

為替換算調整勘定 △4,178 △5,680

退職給付に係る調整累計額 2,075 1,932

その他の包括利益累計額合計 6,143 2,863

純資産合計 211,594 203,787

負債純資産合計 357,530 341,601
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 66,815 66,078

売上原価 36,224 36,722

売上総利益 30,591 29,356

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 8,263 8,108

その他 15,717 13,716

販売費及び一般管理費合計 23,980 21,824

営業利益 6,611 7,532

営業外収益

受取利息 113 194

その他 94 53

営業外収益合計 207 247

営業外費用

為替差損 553 553

その他 150 192

営業外費用合計 703 745

経常利益 6,115 7,034

特別利益

固定資産売却益 2 8

投資有価証券売却益 ― 486

特別利益合計 2 494

特別損失

固定資産除却損 8 10

競争法関連損失 ― 505

役員特別功労金 ― 200

特別損失合計 8 715

税金等調整前四半期純利益 6,109 6,813

法人税等 1,296 1,910

四半期純利益 4,813 4,903

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,813 4,903
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 4,813 4,903

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 939 △1,635

為替換算調整勘定 △371 △1,502

退職給付に係る調整額 68 △143

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 636 △3,280

四半期包括利益 5,449 1,623

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,449 1,623

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

国際財務報告基準を適用している子会社は、当第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリース

を貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。 IFRS第16号の適用については、経過的な取扱いに従

っており、会計方針の変更による累積的影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上しておりま

す。なお、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が4,082百万円増加し、流動負債の「その他」が

1,468百万円及び固定負債の「その他」が2,699百万円増加しております。当第１四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 57,117 8,056 1,642 66,815 ― 66,815

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

3 5 1,533 1,541 △1,541 ―

計 57,120 8,061 3,175 68,356 △1,541 66,815

セグメント利益
又は損失（△）

8,954 △425 46 8,575 △1,964 6,611

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,964百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,964百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 58,066 6,654 1,358 66,078 ― 66,078

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

― 5 1,867 1,872 △1,872 ―

計 58,066 6,659 3,225 67,950 △1,872 66,078

セグメント利益
又は損失（△）

10,129 △875 49 9,303 △1,771 7,532

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,771百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,771百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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